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「自然首都・只見」の
ブランド化を目指す

町
で
は
、
第
六
次
只
見
町
振
興
計

画
に
あ
る
町
づ
く
り
の
理
念
「
ブ
ナ

と
生
き
る
ま
ち
・
雪
と
暮
ら
す
ま
ち

（
奥
会
津
只
見
の
挑
戦
・
真
の
地
域

価
値
観
の
創
造
）」
を
具
体
的
に
実

現
す
る
た
め
の
事
業
の
一
環
と
し

て
、
昨
年
１２
月
に
第
１
回
「
自
然
首

都
・
只
見
」
ブ
ラ
ン
ド
確
立
の
た
め

の
検
討
委
員
会
を
開
き
、
只
見
の
自

然
の
ブ
ラ
ン
ド
確
立
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
第

２
回
の
会
議
が
１
月
２７
日
に
開
か

れ
、
協
議
の
結
果
、
９
項
目
か
ら
な

る
ブ
ラ
ン
ド
確
立
の
た
め
の
提
言
が

ま
と
ま
り
、町
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

同
提
言
は
「
自
然
首
都
・
只
見
」
の

ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
、
そ
の
価
値

を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
住
民
と
行
政

が
一
体
と
な
り
様
々
な
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
を
提
案
、
そ
の
有

効
的
な
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
世
界

的
な
評
価
に
も
つ
な
が
る
「
ユ
ネ
ス

コ
エ
コ
パ
ー
ク
」
へ
の
申
請
と
登
録

を
検
討
す
る
価
値
が
あ
る
と
明
記
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
提
言
に
基
づ
き
、町
で
は「
ユ

ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
」
へ
の
登
録
に

つ
い
て
考
え
、
協
議
を
重
ね
て
い
く

た
め
の
「
只
見
町
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ

ー
ク
検
討
委
員
会
」
を
組
織
し
、
エ

コ
パ
ー
ク
へ
の
申
請
に
係
わ
る
方
針

や
設
定
案
、
課
題
な
ど
を
検
討
し
て

い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

第
１
回
の
只
見
町
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
検
討
委
員
会
は
、
５
月
１０
日

に
朝
日
地
区
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

１９
名
の
委
員
の
う
ち
、
出
席
者
１８
名

に
目
黒
町
長
か
ら
委
嘱
状
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
会
議
は
町
民
に
も
公
開

さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
目
黒
町
長
は
あ
い
さ

つ
で
「
豪
雨
災
害
や
原
発
事
故
の
風

評
被
害
で
町
も
厳
し
い
状
況
で
す

が
、
自
然
を
生
か
し
た
町
づ
く
り
を

基
本
に
、
産
業
振
興
と
復
興
を
進
め

ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
、

委
員
長
と
副
委
員
長
の
選
出
に
つ
い

て
諮
ら
れ
、
委
員
長
に
樫
村
利
道
福

島
大
学
名
誉
教
授
が
、
副
委
員
長
に

は
只
見
の
自
然
に
学
ぶ
会
代
表
の
新

国
勇
さ
ん
（
只
見
）
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
こ
れ
ま
で
の
経
過

と
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
事
務
局

の
説
明
が
あ
り
、
次
に
ユ
ネ
ス
コ
エ

コ
パ
ー
ク
の
概
念
と
概
要
に
つ
い

て
、
酒
井
暁
子
横
浜
国
立
大
学
准
教

授
の
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
義

で
は
先
進
地
の
ド
イ
ツ
を
例
に
、
ド

イ
ツ
に
は
数
多
く
の
エ
コ
パ
ー
ク
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
自
然
環

境
の
重
要
性
を
認
識
し
、
持
続
可
能

な
地
域
発
展
を
遂
げ
て
い
る
こ
と
や

自
然
を
教
育
に
活
用
し
た
り
、
伝
統

的
な
農
業
体
験
を
観
光
業
に
生
か
し

て
い
る
こ
と
な
ど
、
ブ
ラ
ン
ド
化
さ

れ
た
地
域
の
資
源
が
有
効
活
用
さ
れ

真
の
財
産
と
な
っ
て
い
る
事
例
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
意
見
交
換
が
行
わ

れ
、
エ
コ
パ
ー
ク
に
デ
メ
リ
ッ
ト
は

あ
る
か
（
人
が
入
り
す
ぎ
る
可
能
性

あ
り
）、
指
定
地
域
で
の
制
限
や
規

制
は
ど
う
か
（
ユ
ネ
ス
コ
の
規
制
は

な
い
、
そ
の
地
域
の
自
主
規
制
が
原

則
）、
認
定
を
維
持
し
て
い
く
た
め

の
コ
ス
ト
は
（
運
営
は
そ
の
地
域
に

任
せ
ら
れ
る
）、
山
間
部
で
の
事
例

は
あ
る
か
（
ス
イ
ス
の
山
岳
地
で
地

場
産
品
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
好
評
）
な

ど
、
エ
コ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
た
際

の
状
況
に
つ
い
て
確
認
さ
れ
ま
し

た
。今

後
は
、
９
月
頃
ま
で
に
最
終
案

を
取
り
ま
と
め
、
町
に
提
言
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
と
し
て
は
、
検
討
委
員
会
で
の

協
議
を
踏
ま
え
、
エ
コ
パ
ー
ク
の
認

定
を
実
現
さ
せ
る
と
と
も
に
、「
自

然
首
都
・
只
見
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

確
立
す
る
た
め
の
事
業
を
行
な
っ
て

い
き
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

３
～
５
ペ
ー
ジ
で
ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク
を
紹
介
し
ま
す
。

第
１
回
只
見
町
ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク
検
討
委
員
会
の
開
催

只
見
の
自
然
を
最
大
限
に

生
か
し
た
町
づ
く
り
を
推
進

只
見
町
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

検
討
委
員
会
を
設
置

「
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
」
へ
の

申
請
と
登
録
を
検
討▲意見交換などで知識を深めた検討委員会
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人
類
史
上
、人
間
社
会
の
発
展
は
、

自
然
環
境
の
破
壊
を
引
き
起
こ
し
、

現
代
に
お
い
て
は
、
人
類
そ
れ
自
身

の
生
存
も
脅
か
す
ま
で
に
な
り
ま
し

た
。
そ
う
し
た
中
で
、ユ
ネ
ス
コ（
国

連
科
学
文
化
教
育
機
構
）
は
、
自
然

環
境
と
人
間
活
動
の
調
和
を
実
現
す

る
た
め
の
国
際
事
業
と
し
て
Ｍ
Ａ
Ｂ

計
画
（
人
間
と
生
物
圏
計
画
）
を
発

足
さ
せ
ま
し
た
。
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ

ー
ク
は
、
Ｍ
Ａ
Ｂ
計
画
の
主
要
事
業

で
あ
り
、「
自
然
環
境
を
保
護
・
保

全
し
つ
つ
、
地
域
の
持
続
可
能
な
社

会
経
済
発
展
を
実
現
す
る
場
」
と
し

て
、
世
界
で
そ
の
指
定
と
活
用
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

原
生
自
然
の
保
護
を
目
的
と
す
る

世
界
自
然
遺
産
の
認
定
に
は
、
世
界

的
に
唯
一
無
二
の
自
然
環
境
の
存
在

が
条
件
で
す
が
、「
自
然
と
人
間
と

の
共
生
」
を
目
指
す
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
と
そ

れ
を
背
景
と
し
た
地
域
の
人
間
活
動

（
伝
統
文
化
、
産
業
、
研
究
、
教
育
）

が
存
在
す
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま

す
。
只
見
町
は
、
今
現
在
、
豊
か
な

自
然
環
境
と
そ
れ
に
根
ざ
し
た
地
域

社
会
や
伝
統
文
化
が
存
在
し
て
お

り
、
す
で
に
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

の
登
録
条
件
を
満
た
す
ば
か
り
で
な

く
、「
自
然
と
人
間
と
の
共
生
」
を

実
現
す
る
世
界
モ
デ
ル
と
も
い
え
る

存
在
で
す
。（
4
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
）

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
は

「
自
然
と
人
間
と
の
共
生
」

を
目
指
す
地
域
で
す

保
護
す
べ
き
豊
か
な
自
然

環
境
と
そ
れ
を
拠
り
所
と

し
た
地
域
の
人
間
活
動
の

存
在
が
登
録
条
件

只見町は、「自然首都・只見」のブ
ランド化を具体的に推進するために
ユネスコエコパークの登録申請を目
指しています。そこで、皆様にユネ
スコエコパークについてご理解いた
だけるよう、内容を解説します。

只見町が登録申請を目指すユネスコエコパークについて紹介します。
皆さんご存知ですか。

ユネスコエコパークって
なんのこと･･･ ？

只見町ユネスコエコパーク検討委員会委員
(順不同・敬称略）

任命区分 役　　職　　名 氏　　名

学識経験者

福島大学名誉教授 樫村　利道

新潟大学教授 崎尾　　均

横浜国立大学准教授 酒井　暁子

森林総合研究所
多摩森林科学園園長 吉丸　博志

日本自然保護協会
保全研究部長 朱宮　丈晴

関係団体の
役職員

関東森林管理局会津
森林管理署南会津支署長 中島　朝長

福島県南会津地方振興局県
民環境部長 伊藤　　望

只見町商工会事務局長 目黒長一郎

只見町森林組合長 矢沢　純也

JA会津みなみ
只見支店長 山内　裕希

只見町観光まちづくり協会
事務局長 酒井　治子

只見町教育委員 馬場　都美

町内団体の
役職員

只見地区区長連絡会会長 菅家二千六

朝日地区区長連絡会会長 菅家　達朗

明和地区区長
連絡協議会会長 馬場　光男

只見地区婦人会会長 鈴木小枝子

朝日地区婦人会会長 渡部千重子

明和地区婦人会会長 矢沢　千代

只見の自然に学ぶ会代表 新国　　勇

任期：平成24年5月10日～平成25年3月31日
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ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
対
象
地

域
は
、自
然
保
護
を
目
的
と
す
る「
核

心
地
域
」
を
中
心
に
置
き
、
そ
の
周

り
に
核
心
地
域
を
保
護
し
、
学
術
調

査
研
究
・
環
境
教
育
・
伝
統
的
な
資

源
利
用
等
を
行
う
「
緩
衝
地
帯
」
を

配
置
し
、
さ
ら
に
そ
の
外
側
に
持
続

可
能
な
社
会
・
経
済
発
展
を
目
指
す

「
移
行
地
域
」
を
設
け
る
土
地
利
用

区
分
を
行
い
ま
す
。
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
に
登
録
さ
れ
る
こ
と
で
、
世

界
自
然
遺
産
の
よ
う
に
、
保
護
・
保

全
の
た
め
の
新
た
な
法
制
度
に
よ
る

規
制
が
発
生
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
今
あ
る
法
制
度
（
只
見
町
で
あ

れ
ば
、
越
後
三
山
只
見
国
定
公
園
な

ど
）に
則
り
管
理
さ
れ
る
だ
け
で
す
。

ま
た
、
こ
の
土
地
利
用
区
分
の
範
囲

や
そ
の
利
用
・
管
理
は
地
域
自
ら
が

そ
の
実
情
に
合
わ
せ
て
設
定
で
き
、

柔
軟
性
の
高
い
制
度
と
言
え
ま
す
。

財
政
支
援
や
助
成
制
度
と
い
っ
た

直
接
的
な
金
銭
利
益
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ

ト
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

①
ユ
ネ
ス
コ
と
い
う
国
際
機
関
に
よ

り
只
見
の
自
然
環
境
と
そ
れ
を
拠
り

所
と
す
る
地
域
社
会
の
価
値
が
認
め

ら
れ
、「
只
見
ブ
ラ
ン
ド
」
の
価
値

が
高
ま
り
ま
す
。
同
時
に
、
そ
の
よ

う
に
世
界
的
に
認
め
ら
れ
る
地
域
に

住
ん
で
い
る
こ
と
に
、
只
見
町
民
と

し
て
の
誇
り
が
持
て
ま
す
。

②
調
査
・
研
究
の
拠
点
と
な
り
、
学

術
的
に
只
見
の
価
値
が
評
価
さ
れ
ま

す
。
こ
う
し
た
裏
づ
け
の
あ
る
情
報

が
発
信
さ
れ
る
こ
と
で
、
町
外
か
ら

の
人
の
流
れ
が
生
ま
れ
、
地
域
の
活

性
化
が
図
ら
れ
ま
す
。

③
自
然
環
境
を
生
か
し
た
地
場
産
業

の
育
成
に
係
る
外
部
支
援
が
得
ら
れ

や
す
く
な
り
、
持
続
可
能
な
地
域
経

済
の
発
展
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

現
在
、
只
見
町
は
過
疎
化
と
高
齢

化
が
進
み
、
地
場
産
業
の
衰
退
も
著

し
く
、
将
来
的
に
町
の
存
続
が
危
ぶ

ま
れ
る
状
態
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
で
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

構
想
は
、
只
見
町
の
豊
か
な
自
然
環

境
を
生
か
し
た
地
域
の
再
生
、
す
な

わ
ち
、
ブ
ナ
と
生
き
る
、
雪
と
暮
ら

す
「
自
然
首
都
・
只
見
」
を
実
現
す

る
最
も
有
効
な
活
性
化
対
策
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
確
実
に
進
む
高
齢
化

と
過
疎
化
は
、
自
然
と
住
民
と
の
結

び
つ
き
を
断
ち
切
き
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
只
見
の
魅
力
で
あ
り
、
財
産

で
あ
る
住
民
と
自
然
と
の
共
生
、
こ

の
ス
タ
イ
ル
を
維
持
し
、
継
続
し
て

次
世
代
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

へ
の
取
り
組
み
は
、
只
見
町
の
元
気

を
取
り
戻
す
た
め
の
大
き
な
ス
テ
ッ

プ
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

○
お
問
い
合
わ
せ
○

　

総
務
企
画
課
企
画
班

☎
０
２
４
１
―
８
２
―
５
２
２
０

対
象
地
域
は
、
土
地
利
用

区
分
と
既
存
の
法
制
度
の

活
用
を
も
っ
て
運
用
さ
れ

ま
す
（
5
ペ
ー
ジ
参
照
）

只
見
町
の
活
性
化
へ
の
起

爆
剤
と
し
て
期
待
さ
れ
る

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

登
録
に
よ
る
只
見
町
へ
の

メ
リ
ッ
ト
は
な
に
か
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ユネスコエコパークの基本的な土地利用区分
※新たな法制度による規制は発生しません。（既存の法制度が活用されます）

核心地域
原生的な自然を、厳重に保護
します。基礎的な学術調査研
究が可能です。

居住可能。地域の持続可能な
社会・経済発展を担います。

学術調査研究・環境教育・伝
統的な資源利用が可能です。

移行地域 緩衝地帯

一般地域

：調査・研究 ：住居 ：田畑〔　　　　　　　　　　　　　〕


